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１ これまでの経緯

登別市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、令和５年９月に、「登別中学校

の統合に関する方針」を策定し、令和９年４月１日に、登別中学校を幌別中学校に統

合することを決定しました。

統合決定後は、これまでに行ってきた保護者や地域住民有志による話し合いの結

果なども踏まえ、両校統合後の環境整備や統合時に生じる課題への対応方法などに

関し整理を進め、令和５年１１月以降は、学校統合委員会設置要綱に基づき、両校関

係者により、幌別中学校と登別中学校の統合に関する学校統合委員会（以下「学校

統合委員会」という。）を設置し、検討を行ってきました（※）。

※教育委員会では、「学校統合委員会設置要綱（令和４年４月施行）」に基づき、学校統合に

関する方針を決定した際には、当該統合に関する詳細を検討するため、学校統合委員会

を設置することとしている。

２ 学校統合委員会における検討経過

統合にあたり検討を要する次の５項目のうち、③は主に現在の登別中学校区に関

わる項目、①、②、④、⑤は主に統合後の新校区に関わる項目となっています。

【統合にあたり検討を要する５項目】

①校名、校歌、校章について

②制服のあり方について

③幌別中学校への通学方法について

④特色ある教育の取組について

⑤生徒同士の事前交流事業について

このため、学校統合委員会における検討にあたっては、その下に登別中学校区検

討部会と新校区検討部会を設け、両部会に分けて協議を行いました。

このうち、登別中学校区検討部会では、令和５年１１月から令和６年１月にかけて３

回にわたって会議を開催しました。協議にあたっては、保護者を対象に、通学方法に

関する意見交換会を開催するなどし、その結果も踏まえて検討を進めました。

また、新校区検討部会では、令和５年１２月から令和６年６月にかけて４回にわたっ

て会議を開催しました。協議にあたっては、互いの立場に理解を示しながら活発に意

見が交わされたほか、統合校の一体感を創出することなども勘案し、協議を行いまし

た。

その結果、学校統合委員会では、統合後の環境整備などに関する事項について考

えをまとめ、令和６年８月に、教育委員会に対して、別紙意見書が提出されました。

３ 統合後の環境整備や統合時に生じる課題への対応方法などについて（統合後の環

境整備等に関する方針）
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教育委員会では、学校統合委員会の意見書の内容も踏まえ、統合後の環境整備

などに関する事項について検討を行いました。

このうち、①については、今回は校舎の新設を伴わず、引き続き幌別中学校の校

舎を使用することなどを踏まえ、子どもたちや保護者、地域住民の理解しやすさなど

を念頭に検討を進めたほか、②については、統合後の学校に一体感を創出すること

を念頭に、制服の選定過程を工夫することなどによって、子どもたちが統合に肯定的

なイメージを持てるよう検討を行いました。

また、③については、子どもたちの安全や通学による経済的負担を軽減することを

最優先に検討を行い、④については、実施に向けてどのように検討していくか、⑤に

ついては、事前交流事業のほか、どのような取組が行えるかを含めて検討しました。

それら検討の結果、教育委員会としては、次の方針をもって対応することとします。

【統合後の環境整備等に関する方針（校名等／制服／通学方法）】

なお、教育委員会では、新入生保護者説明会で説明を行うほか、広報のぼりべつ

や市公式ホームページ、保護者へのニュースレターなどで周知に努めます。

① 校名、校歌、校章について

今回は幌別中学校の校舎を引き続き使用することなどから、同校の校区拡

大と整理し、統合後の学校の校名は「幌別中学校」、校歌及び校章についても、

幌別中学校のものを継続して使用する（存続校は幌別中学校とする）。

② 制服のあり方について

統合後の学校では新たな制服を導入する。なお、統合時に、全学年、全生徒

が同じ制服を着用できるよう、令和７年度の新入学生より、統合前の両校で先

行して新制服を導入する。また、制服の選定方法については、その選定過程に

子どもたちが関与する機会を設けることを基本とする。

③ 幌別中学校への通学方法について

幌別中学校への通学方法はスクールバスとする（輸送人数によりタクシーで

の通学が可能な場合にはスクールタクシー）。なお、その運行方法などについて

は、バス事業者の動向などを踏まえ、あらためてＰＴＡ等と意見交換を行い、そ

の結果も勘案し検討する。

④ 特色ある教育の取組について

現在、登別中学校で行われている、熊舞と鬼みこしを統合後の幌別中学校で

継承する。なお、実施に向けて、令和６年度に両校の教職員による新たな委員

会を設置し、（後述する生徒同士の事前交流事業等を含め）教育課程のあり方

を含めて検討する。

⑤ 生徒同士の事前交流事業について

生徒同士の交流に加えて、相互の学校の取組や地域の特色を知る機会づく

りなど、取り組めるものは令和６年度から進め、令和８年度には、１年を通じて

授業や行事などの場で、両校生徒同士の事前交流事業を実施する。また、令

和８年度に幌別小学校と登別小学校の各６年生を対象とした交流事業の実施

を検討する。


